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乳幼児ショートステイ
のご案内
問子ども家庭支援センター事業係 
（☎5722－6836、Ｆ5722－9684）

保護者が病気や出産、介護、出張などの際、一時的に子どもを養育
できないときに利用できる宿泊付きの預かり事業です。
　申し込み方法など詳細は、区Ｈ（コード❶）をご覧いた
だくか、お問い合わせください。 ❶

地域に笑顔を咲かせよう
ボランティア・協力会員合同登録説明会

　目黒区社会福祉協議会では、地域のかたの協力により、
ボランティア、高齢者や障害のあるかたの日常生活の手
伝い、子育て支援など、さまざまな支え合い活動を行っ
ています。あなたの日常の少しの時間を、地域の誰かを
笑顔にするために活用してみませんか。

合同登録説明会
　地域で何か活動を始めたいというかたに向けた説明会です。
時4月26日（水）14：00～16：00
内・・3つのセンターの活動紹介
・・先輩ボランティア・協力会員からの話
・・「活動を始めて良かったこと」ほか
場総合庁舎別館4階目黒区社会福祉協議会　定30人（先着）
申電話で、4月1〜19日に、目黒区社会福祉協議会ファミリー・
サポート・センター（☎3714－9047、Ｆ3711−4954）へ

先輩ボランティアの声
80代（現在93歳）になってから活動を
始めました。さまざまなかたと一緒
に活動でき、充実した日々を送って
おります。私にとって生きがいです

在宅福祉サービスセンター
（☎3714－2841、Ｆ3711－4954）

めぐろボランティア・区民活動センター
（☎3714－2534、Ｆ3714－2530）

ファミリー・サポート・センター
（☎3714－9047、Ｆ3711－4954）

　高齢者や障害のあるかたへの日常生活のお手伝いです。掃除や買い物、
通院や外出付き添い、電球交換、話し相手などを行います（有償活動）。

子どもの相手や環境保全、地域の居場
所での活動などを行います（無償活動）。

　生後6カ月の乳児から小学生までの一時的な保育や保育園・学童保育
クラブの送迎などを行います（有償活動）。

パネル展「地域に笑顔を咲かせよう」
　3つのセンターと地域活動について紹介します。
時4月17日（月）10：00～4月21日（金）16：00
場総合庁舎本館1階西口ロビー

子

　対象　　区内在住の0～1歳の子ども
 要件 　�保護者が次の①〜④のいずれかの要件に該当し、他に養育者

がいないとき
①病気や出産のため入院・療養が必要
②家族の病気などで、介護・看護が必要
③事故や災害に遭った
④仕事の出張や冠婚葬祭などで夜間不在
※�育児疲れや育児不安などの理由で利用したい場合はご相談
ください

 預かり場所 　�日本赤十字社医療センター附属乳児院�
（渋谷区広尾4－1－1）

 利用日数 　1カ月につき7日間（6泊7日）まで
　定員　　原則1日1人
　費用　　�1人当たり1泊2日で6,000円（1泊増えるごとに3,000円加算。

減免制度あり。別途費用がかかる場合あり）

先輩ボランティアの声
自分も周りのかたに助けてもらい子
育てができました。活動は楽しく、
親御さんもお子さんも安心できるサ
ポートを心掛けています。お子さん
からたくさんパワーをもらっています

▲子どもの送迎

先輩ボランティアの声
「助かった」と言われることに大き
なやりがいを感じています。自分が
介護される立場になったときにこの
経験を役立てたいです

▲外出の付き添い

▲環境保全活動

　区内でのイベントなどを、写真を中心にお伝えします。
問広報課区報係（☎5722－9486、F5722－8674）

3月 気仙沼市復興応援事業

　3月13～17日に、友好都市である宮城県気仙沼市の復興支援のた
め、物産展や写真展などを開催しました。会場には、気仙沼の人気
キャラクター「ホヤぼーや」も登場し、多くのかたで賑わいました。

気仙沼市物産振興協会職員
ホヤぼーやのパンは初日で完
売、ワカメなどの海産物もた
くさんのかたにお求めいただ
き、目黒区のかたの温かさに
感激しました
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目黒区からの情報を発信中！

※めぐろ区報電子書籍版は、多言語でご覧になれます。Meguro City Newsletter e-book version is available in multiple languages.
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